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糎
雄
穣
撹
　
餓
獺
買
甑
號

危
機
紳
學
の
生
成
こ
そ
の
展
開

i
近
代
前
期
フ
ラ
ン

（
承
前
）

ス
精
紳
更
論
ー
ー

爾
幽

樋

兀

和

一

、

脚
二
　
（
承
凶
劉
）

　
か
ム
る
密
植
に
關
…
す
る
直
射
的
通
路
と
し
て
の
純
内
在
論
納
立
場
は
、
そ
れ
が
一
方
見
鱒
の
細
粗
（
0
6
舞
甑
。
）
と
し
て
、
自
然
の
形
象

搬
を
援
用
し
、
他
方
論
貌
の
必
然
性
に
惣
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
設
論
の
数
果
を
強
、
濡
し
よ
う
と
竜
、
そ
れ
は
メ
ル
セ
ン
ス
と
は
又
別

撒
位
麟
に
於
け
る
淋
　
の
趨
存
（
麓
二
弓
Φ
冠
霧
皿
Φ
）
の
可
能
｝
性
に
か
ふ
は
る
の
み
で
、
そ
の
現
存
（
Φ
適
鍵
叡
謬
酔
欝
）
自
顯
澱
を
保
誰
せ
す
、
從
っ
て
紳

と
人
と
の
蜜
嘉
納
か
玉
は
り
に
鑑
は
青
り
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
く
て
見
得
に
も
と
壁
ま
の
得
す
、
か
と
て
再
び
農
生
論
的
な
論
聡

に
も
始
り
得
な
い
と
す
る
と
、
か
エ
る
下
か
ら
の
反
省
の
外
に
、
璽
に
紳
性
説
雛
に
漏
す
る
上
か
ら
の
燕
省
が
加
吏
ら
れ
る
こ
と
が
必
至

と
な
珍
、
之
が
冤
紳
論
の
外
に
更
に
無
叢
踊
的
な
目
的
論
的
必
然
化
に
曲
り
立
つ
癬
…
灘
槻
を
導
入
、
紳
を
世
界
の
原
作
潜
ヘ
ヨ
δ
ε
賊
）
薦

下
主
（
】
り
門
◎
創
戸
μ
O
酔
C
冠
）
に
と
〉
ま
ら
す
璽
に
そ
の
支
配
麿
（
男
①
c
費
遂
）
・
濫
驚
騨
（
○
謡
げ
。
二
期
け
。
塊
）
と
し
て
一
覧
允
る
こ
と
に
よ
り
、
　
融
旧
と
世

界
一
般
並
に
入
興
と
の
驕
係
に
迄
立
入
っ
て
論
ず
る
ζ
と
を
籐
露
な
く
ざ
れ
沈
所
以
で
あ
る
（
舞
穏
Φ
男
H
館
鉱
営
◎
Φ
寝
押
霧
雪
麗
窪
留

O
洪
葺
識
5
な
甥
曾
．
諜
影
）
o

　
野
馬
か
ム
る
…
脱
営
の
動
掘
は
雄
傑
化
さ
れ
す
、
彼
の
諜
論
に
於
て
彫
式
的
に
は
一
纏
齊
合
性
を
以
て
論
賛
…
さ
れ
て
み
る
が
、
仔
細
に
跡

斡
け
る
と
か
旗
る
醗
鱗
の
鋤
慰
む
し
ろ
攣
換
を
充
勢
窺
蝕
し
得
る
。
か
㌧
る
考
慮
に
於
、
て
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
の
癬
刷
子
を
追
及
す
る
と
上
記

の
如
く
二
様
の
立
場
か
辱
展
開
さ
れ
．
し
か
竜
蔚
者
に
於
、
て
は
純
自
然
紳
學
的
反
省
の
将
内
に
と
寧
ま
る
が
、
後
蔚
に
於
て
は
、
更
に
濫
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徳
哲
學
的
飯
省
が
加
　
味
さ
れ
る
と
、
い
う
よ
り
鼠
・
、
む
し
ろ
そ
れ
を
柔
軸
に
毅
敬
し
て
み
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
斑
づ
舘
潜
に
卑
し
て
皿
ピ
ク
糠
ス
が
搾
ゆ
唾
げ
、
ル
ク
レ
テ
ィ
ウ
ス
が
璽
に
鏡
化
し
た
困
難
は
舞
理
（
｝
遂
。
づ
鷺
の
馨
欝
）
と
紳
の
脚
兀
金
性

（同

D
O
呪
晦
⑦
◎
酔
鐸
頴
）
の
幽
心
し
難
い
黙
で
あ
る
。
之
に
鋤
し
て
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
の
卜
え
る
購
駁
の
根
鑑
は
完
擁
性
（
男
霧
讐
簿
＃
皿
）
の
翼
件
と
し

　
ノて
の
乱
丁
膿
性
（
強
皆
蓉
篇
ゆ
鉱
顛
じ
の
細
思
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
輻
田
力
が
世
．
界
の
事
物
の
中
に
在
る
鷲
鋤
…
性
（
騨
簿
凶
◎
）
に
栄
知
の
ま
N
に
と
欝
ま

多
な
ら
ば
、
そ
れ
が
無
限
（
貯
ゆ
鼠
挫
霧
）
で
あ
る
と
云
う
ζ
と
は
繊
來
憶
い
。
が
紳
は
懸
漫
（
ゴ
導
罫
湊
騨
整
）
で
あ
っ
て
行
鋤
挫
に
先
存

　
　
　
ハ
　
ん
　
　
　
ぐ

す
る
。
　
「
そ
れ
に
或
る
窯
業
性
が
欲
け
て
る
る
（
o
鑑
劇
霧
騨
登
口
欝
欝
噂
Φ
監
の
◎
鉱
◎
〉
紳
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
や
う
に
激
る
こ
と
が
嵐
來

菰
い
こ
と
は
髄
か
で
あ
る
。
費
際
か
の
完
杢
性
が
離
鳳
…
す
る
の
は
む
し
ろ
紳
で
あ
る
。
物
に
於
け
る
完
調
縫
な
る
概
念
醸
紳
の
そ
れ
に
は

適
合
し
（
⇔
9
冥
9
風
罫
）
な
い
や
う
に
な
る
と
竜
云
っ
て
よ
い
。
少
く
共
吾
潅
の
精
紳
が
そ
の
完
襲
盤
が
永
漂
　
な
・
る
如
き
挙
る
臨
　
然
を
考
え

る
こ
と
が
患
凍
遡
る
故
を
以
て
、
瀞
よ
の
二
つ
と
完
楽
な
る
（
℃
霧
島
。
㌫
o
冠
）
再
築
を
考
え
る
こ
と
は
無
法
（
笹
げ
聾
熱
闘
§
一
戸
）
で
不
敬
（
謬
Φ
夢
凱
）

で
あ
る
し
と
。

　
斯
く
て
世
界
内
存
在
物
と
の
鋤
比
と
質
的
切
論
に
於
て
推
究
…
さ
れ
尭
紳
性
に
關
…
す
る
か
㌧
る
響
蒙
は
彼
を
し
て
悶
、
世
界
の
起
源
と
絡
来

に
關
…
す
る
晒
（
器
舞
。
蓉
§
八
二
皆
§
ご
回
回
§
蝕
）
探
求
え
と
導
・
〈
。
之
に
継
し
て
横
界
が
無
始
（
口
搭
o
o
Φ
｝
δ
哩
。
）
で
永
嘱
迷
な
る
（
鱒
蕎
舳
曾

遍
羅
雌
¢
〉
こ
と
を
否
定
す
る
と
蕊
ハ
に
、
字
宿
の
凡
ゆ
る
都
分
凡
ゆ
る
運
動
に
於
て
吾
汝
に
示
さ
れ
る
秩
序
（
◎
冠
幽
◎
）
と
…
調
和
（
げ
銀
．
欝
O
鼠
…
ピ
）

と
は
叡
備
納
で
思
，
慮
深
い
最
高
の
司
掌
藩
を
認
め
る
外
な
い
と
・
総
督
す
る
。

　
人
開
は
亦
世
界
の
絡
局
に
増
し
て
、
そ
の
起
源
に
闘
し
て
と
岡
様
に
二
つ
の
薫
癒
毅
の
意
見
を
立
て
る
。
撃
ち
無
始
を
憲
製
す
る
藩
は

無
絡
（
納
り
Φ
　
笛
に
O
歴
◎
）
を
搬
張
し
、
　
逆
に
被
翻
蜷
（
ハ
一
村
。
蟄
哩
納
）
を
考
え
る
饗
は
喜
悦
の
黛
に
か
の
終
來
（
◎
録
罫
μ
昌
㌍
）
を
考
え
％
。
之
に
封
し

て
ガ
ツ
サ
ソ
デ
ィ
敵
枇
界
刺
叢
を
室
際
す
る
考
と
し
て
、
そ
の
終
末
を
豫
愁
す
る
。
若
し
紳
が
已
が
作
っ
た
馬
の
を
敏
壌
（
℃
落
陽
海
Φ
）
す

る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
榊
が
か
エ
る
創
…
遊
を
後
悔
す
る
隣
で
あ
る
。
然
し
親
呈
す
る
轍
界
は
餓
滅
（
銭
ざ
蔓
い
戸
謎
）
を
氷
さ
ず
、
只
縫
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　

（
碁
暮
客
ご
釦
聾
Φ
¢
満
堂
零
客
一
〇
）
の
み
を
示
す
。
之
は
「
黒
化
に
よ
っ
て
物
性
の
襯
威
が
可
能
な
し
（
圃
）
霞
ヨ
ご
夢
郵
書
Φ
葺
O
話
律
満
冠
簿
．
二
葺

　
　
　
危
機
騨
雛
の
疏
威
と
モ
の
酸
覇
（
承
舘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
蹴
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鷲
搬
・
獄
窺
　
　
第
澱
門
胃
鵜
鱒
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗
六

§
回
さ
喫
霧
鎗
β
髭
ρ
諏
鑑
群
算
Φ
む
・
竪
悪
霊
。
7
酔
）
　
霊
妙
紳
が
そ
う
す
る
の
が
よ
い
と
鯛
凝
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
從
っ
て
亦
紳
が
盤
界
を
永
々
に
全

て
獄
な
く
、
遷
化
に
於
て
創
…
つ
た
研
以
で
あ
る
。
然
し
神
は
何
時
に
て
も
世
界
を
終
局
に
立
ち
驚
ら
せ
る
こ
と
が
出
來
る
。
ガ
ツ
サ
ソ
デ

　
　
　
ハ
ニ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

イ
が
コ
騨
の
能
力
は
無
限
で
あ
る
か
ら
、
榊
が
覇
矛
盾
す
る
二
つ
の
事
を
擬
す
こ
と
が
不
可
能
か
否
か
を
知
る
こ
と
さ
え
繊
來
な
い
」

（
・
：
銃
β
三
自
¢
饗
M
（
三
塁
ご
。
一
℃
◎
ε
蓉
驚
謬
臨
嵐
窟
論
酔
恥
＃
Φ
げ
◎
憂
目
鉦
鎌
Φ
影
弓
◎
湊
漏
ε
髪
馨
岸
3
ジ
目
総
監
貌
娼
9
Φ
自
習
ヨ
臨
鐸
讐
葬
㌧
戸
欝

議
昌
。
α
o
躊
需
㌻
無
ざ
陣
◎
哩
ぎ
鵠
。
貯
幹
）
と
説
く
虞
は
淋
蹴
患
に
竜
と
つ
く
撫
…
理
の
絶
…
鋤
的
鋸
8
楚
と
見
て
よ
く
、
融
　
は
恒
越
笛
不
易
の
方
式
で
、
人
聞

の
眼
に
は
暴
挙
．
不
合
瑚
。
に
見
え
る
こ
と
を
も
欲
す
る
こ
と
が
轟
來
、
斯
く
て
吾
凌
は
そ
れ
に
就
て
醜
に
欲
し
距
竜
の
を
欲
し
な
く
な
る
と

考
え
る
べ
壷
で
な
く
て
、
そ
の
銀
閣
警
部
挫
の
尺
度
を
以
て
は
窺
知
し
得
な
い
意
志
麟
盤
の
演
期
に
よ
っ
て
、
世
界
の
始
終
を
司
適
す
る

と
考
え
尭
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
然
し
聞
題
は
典
の
際
破
の
依
律
す
る
原
理
が
灘
牌
の
趨
存
の
場
舎
と
詳
説
喘
凡
ゆ
る
秩
序
は
整
序
者
を
豫
凝
す
る
』
（
冥
。
謬
α
羨
Φ
○
同
急
甘
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

Φ
旨
甑
⇔
Φ
（
）
墨
ぎ
騨
蓉
e
で
あ
っ
距
麗
に
あ
る
。
之
を
ガ
ツ
サ
ソ
デ
ィ
自
身
の
表
白
に
從
っ
て
蓮
べ
る
と
「
殆
ん
ど
不
完
発
な
る
關
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

持
距
な
い
や
う
な
、
か
玉
る
完
全
挫
を
外
に
考
睡
る
こ
と
が
出
來
な
い
敏
に
吾
却
は
凡
ゆ
る
不
完
奈
か
ら
離
配
せ
る
完
金
を
紳
に
灘
す

る
」
（
一
画
難
冠
診
鉱
。
¢
P
o
ε
拶
滋
｝
署
員
◎
霧
ぎ
μ
μ
溺
鳶
。
び
薄
藍
霧
O
画
蜜
昭
㊤
難
癖
貯
6
♂
客
ご
◎
潮
齢
臼
お
三
戸
彰
｝
～
岡
戸
魯
愚
論
減
塩
影
℃
Φ
遽
霧
賦
9
回
鍵

｝
影
ぴ
霧
鉾
嘗
”
拶
唱
霧
冷
。
戴
。
｝
δ
彰
ご
①
◎
器
貯
帥
9
§
髪
戸
醗
博
一
彫
℃
o
臥
Φ
o
黙
○
貿
o
o
冨
戸
銭
鎌
Φ
霞
鉾
。
夢
：
：
）
　
の
で
あ
る
。
薇
凌
は
鷲
へ
露
に
皮
絹
酌

に
は
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
テ
ユ
ラ
（
切
2
多
奉
客
壁
越
）
に
う
か
穿
は
れ
る
や
う
な
主
意
的
な
絶
鋤
笹
笛
．
言
え
の
下
向
を
見
る
が
、
そ
れ
か
ら
直
ち

　
　
　
　
（
二
聡
）

に
，
「
故
に
枇
界
古
拙
界
”
内
の
如
何
な
る
竜
の
竜
、
幽
ら
嚇
牡
在
す
る
の
で
は
な
く
て
、
老
恥
が
淋
　
と
呼
ぶ
唯
一
藩
に
よ
つ
て
嚇
甘
験
す
る
の
で

あ
る
し
（
翼
◎
躊
霧
け
一
σ
身
齢
巳
・
斜
器
窯
固
ぎ
疏
隔
導
。
馳
ゴ
Φ
総
身
瞬
糾
直
な
ρ
㌶
篇
一
謬
ソ
掛
錘
急
。
塗
ご
器
急
管
σ
自
δ
β
昌
P
ρ
雌
。
掃
諺
象
鑑
葺
二
¢
6
0
瓢
菩
：
：
）

と
い
う
結
論
は
嵐
て
來
な
い
。
典
h
腱
に
習
汝
は
租
界
の
生
威
（
漉
◎
）
を
潔
一
え
て
褒
に
そ
の
存
立
（
8
ご
甑
訟
。
）
自
認
一
の
絶
謝
閃
…
（
⇔
診
仁
養

鈴
げ
蓉
ぎ
欝
）
と
し
て
有
数
朗
（
Φ
灘
臨
Φ
髪
）
な
区
画
を
捕
捉
せ
ん
と
し
距
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
の
底
意
を
う
か
壁
う
こ
と
が
繊
來
る
が
、
紳
の
完

礒
性
が
本
質
性
（
¢
弓
ロ
孤
Φ
⇔
瞥
睡
鉱
帥
鑓
）
の
立
場
か
朽
專
一
的
に
識
噺
さ
れ
て
現
存
性
（
Φ
溶
富
於
§
鶴
…
象
孚
）
を
閉
め
出
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

亀



　
　
　
、
以
上
ガ
ツ
サ
ソ
デ
・
の
自
蕎
學
豪
く
圭
覆
・
ル
一
竃
指
摘
す
る
如
く
駄
晦
を
以
轟
に
よ
っ
て
創
認
れ
・
無
謄
聰
明

　
　
で
有
能
で
善
き
そ
の
意
志
を
一
度
受
け
取
っ
た
衛
動
の
下
に
、
上
昇
的
進
行
に
從
っ
て
展
開
す
る
力
の
漠
大
な
號
系
と
し
て
表
は
し
、
か

　
　
　
玉
る
上
昇
を
駕
申
す
る
指
導
的
槻
A
慾
は
無
難
”
性
と
入
｛
父
る
め
幌
成
の
そ
れ
で
あ
る
駈
。
軍
一
者
は
延
長
性
を
有
す
る
不
可
分
の
ア
レ
ム
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
く
二
職
）

　
　
り
、
鯨
他
は
人
聞
に
の
み
本
其
の
合
難
論
魂
（
§
批
馨
纂
戴
◎
羅
ぴ
一
宏
）
を
弄
い
ζ
、
そ
の
攣
化
せ
る
複
合
物
（
8
湾
覧
。
江
。
）
か
少
く
と
も

　
　
混
合
物
（
8
一
捻
巴
験
ご
彰
）
に
渦
ぎ
な
い
。
無
生
物
・
有
機
欝
（
動
縮
物
）
人
聞
は
発
幾
と
し
て
時
華
中
を
動
窪
、
紳
聖
な
癬
理
に
よ
っ
て

　
　
そ
の
馳
駅
に
導
か
れ
る
◎
盤
ハ
虞
に
は
端
酌
に
云
っ
て
ス
コ
ラ
の
存
廠
の
比
論
と
閻
巧
異
晶
醐
の
漸
凝
附
生
戯
…
矧
え
の
難
…
叢
の
跡
が
児
受
け
ら

　
　
れ
る
。
帥
ち
魯
生
威
闘
は
相
互
に
そ
の
閾
を
以
（
擾
、
奮
さ
れ
、
典
虞
に
必
然
的
に
各
閾
を
蓮
絡
す
る
共
逓
の
力
懸
紐
精
が
求
め
ら
れ
、
勲
ハ

　
　
れ
に
上
層
に
及
ぶ
織
機
勢
化
さ
れ
る
可
感
的
知
畳
（
浦
山
。
Φ
℃
窪
。
）
を
擬
し
、
可
感
的
伽
騰
は
そ
の
生
還
隅
の
層
位
に
慮
じ
、
そ
の
顯
勢
化

　
　
の
程
度
從
っ
て
蓮
鋤
め
方
向
と
振
幅
を
複
難
緊
窟
化
す
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
、
か
》
る
可
感
飛
知
畳
に
見
受
け
ら
れ
る
共
通
の
基
本

　
　
的
性
格
と
し
て
の
類
、
縁
的
傾
向
は
完
戯
え
の
欲
求
で
あ
り
、
そ
の
誌
底
に
榊
の
尊
影
（
不
動
の
原
動
嚢
と
し
て
の
）
、
現
存
（
播
灘
の
司

　
　
掌
者
）
の
何
れ
の
場
合
を
闇
は
す
、
世
界
の
秩
序
と
調
和
に
…
離
す
る
審
曲
炎
的
扱
想
か
ら
來
る
唐
兀
全
一
聖
像
が
槽
一
は
つ
て
ゐ
授
こ
と
轍
苔
め
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
を
　

　
　
い
。
そ
れ
は
蜜
質
的
に
は
ス
コ
ラ
の
存
在
の
比
論
に
基
づ
く
紳
の
趨
存
の
黎
明
の
織
を
踏
襲
し
、
憤
ハ
そ
の
認
識
に
欝
り
能
力
論
的
な
本
其

　
　
槻
を
撫
味
す
る
こ
と
に
よ
夢
か
ふ
る
論
究
に
よ
の
以
上
の
立
維
力
を
附
興
せ
ん
と
す
る
に
愚
ぎ
な
い
。

　
　
　
即
ち
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
は
一
軸
の
超
存
の
誰
明
に
關
…
す
る
限
り
煎
ハ
れ
に
煎
え
ら
れ
た
之
等
彌
種
の
古
典
的
讃
明
を
援
用
し
、
｝
災
に
本
構
誌
鋼
的

　
　
誰
明
を
抽
饗
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
親
存
を
勤
学
保
せ
ん
と
し
て
、
誰
明
の
蕊
黙
路
盤
の
方
法
的
組
下
を
再
吟
味
す
る
こ
と
な
く
、
之

　
　
鑑
｝
を
折
衷
的
に
抱
合
し
た
ま
ふ
、
　
マ
ー
ル
ブ
ラ
ン
シ
払
と
は
又
別
種
の
偲
嗣
威
論
的
立
場
（
○
轟
。
〔
務
凶
○
ご
躍
鑑
駐
這
Φ
）
に
立
っ
て
、
勢
い
の
超
由
仔

　
　
的
現
存
発
ち
そ
の
超
擾
性
を
灘
明
せ
ん
と
し
距
層
累
が
見
受
け
ら
れ
る
。
今
此
虚
で
論
究
の
必
然
惟
に
も
と
つ
く
紳
の
超
製
織
の
確
認
を

　
　
一
許
す
と
し
て
竜
、
か
ム
る
超
越
嚢
が
如
飼
に
し
て
丙
…
解
し
得
る
か
は
、
世
界
内
存
在
物
　
の
不
珈
兀
鰹
性
と
一
報
の
完
簸
挫
と
の
”
概
念
的
劉
噺
直
の

　
　
み
か
ら
ほ
爾
方
的
に
堪
出
さ
れ
得
な
い
。
榊
の
究
全
盤
は
蜜
盤
化
さ
れ
た
本
質
性
に
吸
牧
さ
れ
て
る
る
か
ら
で
あ
る
。

◎33　
　
　
　
　
　
無
機
憩
學
の
撫
威
と
そ
の
澱
鵜
（
承
鵡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
七
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盟
學
欝
艦
　
嬉
照
頁
∴
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
八

　
メ
ル
セ
ン
ヌ
に
於
て
瞬
獣
昧
孟
反
煽
…
に
騨
ら
れ
か
↑
継
界
の
瀞
響
こ
融
肌
・
と
の
蝋
一
同
¶
刀
灘
關
係
が
ガ
ツ
ザ
ソ
詞
ア
イ
に
品
於
て
一
雁
騨
超
八
過
轍
減
に
も
距
ト
リ
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
翻
別
の
故
の
媒
介
，
が
意
岡
さ
れ
癒
こ
と
は
事
｛
質
で
あ
惹
が
、
か
鼠
る
超
湿
性
が
岡
一
性
論
理
に
竜
と
つ
く
、
一
型
性
か

ら
の
演
縄
に
於
て
企
岡
さ
れ
た
眠
り
、
そ
れ
け
形
式
的
説
明
に
と
寧
ま
る
。

　
從
っ
て
そ
れ
は
轍
翫
説
す
る
と
一
騨
の
難
詰
換
え
の
一
切
の
凄
件
事
旧
盆
の
無
差
別
無
媒
介
的
な
埋
濠
、
逆
に
そ
れ
か
ら
〇
ニ
カ
的
演
縄
で
あ

っ
て
、
本
來
軸
…
の
超
存
を
確
保
す
る
と
償
　
じ
た
見
紳
論
を
カ
バ
ー
す
る
爲
に
援
用
さ
れ
穴
賢
の
完
金
盤
が
結
果
に
於
て
は
か
ツ
サ
ン
デ
ィ

の
思
惟
を
墜
坐
す
る
に
至
っ
て
み
る
。
か
㌧
る
反
省
を
野
盗
の
発
懸
盤
に
依
暑
し
で
日
的
論
酌
必
然
挫
で
塗
の
つ
ぶ
す
こ
と
が
彼
の
底
意

で
あ
っ
た
に
し
て
竜
、
か
玉
る
戴
購
の
前
提
と
な
っ
た
原
灘
（
猛
◎
謬
霧
器
◎
異
賦
謬
§
戸
。
謄
ぎ
Φ
◎
覧
ぎ
隷
訴
③
〉
辮
撫
が
無
生
提
で
な
く
、
そ
の
基

底
に
…
兄
紳
の
論
客
と
岡
様
知
蝿
的
な
世
…
界
の
軽
挙
像
が
鑑
え
ら
れ
て
る
搬
隈
り
、
そ
れ
は
楽
く
形
．
晦
上
癖
的
…
臆
漸
と
云
う
外
な
く
、
む
し
ろ

か
猛
る
素
朴
な
自
然
像
を
カ
バ
ー
す
る
蒸
溜
と
し
て
古
典
酌
な
完
結
的
な
機
械
酌
臨
画
擬
と
、
幸
手
的
な
非
麓
結
的
目
的
論
的
物
性
論
が

煙
弾
擾
含
さ
れ
物
盤
の
完
結
非
発
結
の
事
態
は
一
襟
に
様
態
（
彰
。
無
蕊
）
の
蓮
別
的
糠
樹
（
霧
噂
。
審
煽
。
慶
）
と
し
て
、
破
が
存
在
の
様
式
（
雛
躍
ぴ
。
，
や

。慶

W
導
燈
）
と
し
て
措
達
し
た
存
在
物
の
（
存
在
で
な
い
）
騰
馬
化
焼
の
下
に
概
念
的
に
は
矛
屑
な
く
吸
牧
さ
れ
る
虞
か
ら
、
蟻
．
化
即
調
和
、
葬

含
理
臨
合
理
と
し
て
物
盤
を
裁
饗
す
る
虞
に
仰
い
だ
の
が
彼
の
自
然
紳
學
に
於
け
る
紳
挫
論
の
實
態
で
な
か
ら
う
か
。
そ
．
の
意
味
に
於
て

蟹
質
的
に
は
．
偶
生
論
的
な
見
愚
論
を
動
軸
と
し
て
彼
の
物
機
論
と
焦
性
論
が
旋
嚇
し
た
こ
と
は
事
費
で
あ
る
が
、
総
理
に
於
て
紳
愚
論
を

見
勝
と
、
翻
離
し
て
反
省
し
な
が
ら
、
之
を
絶
封
否
楚
的
媒
介
と
し
て
轟
び
見
理
論
が
陥
つ
究
榊
の
趨
存
の
直
射
的
絶
無
を
蒋
吟
味
す
る
こ

と
を
怠
っ
尭
爲
に
、
見
紳
の
主
知
酌
免
舞
の
欝
櫓
に
も
と
つ
く
偶
戒
婬
か
ら
冤
れ
得
す
、
完
桑
紳
像
の
前
に
呑
ま
れ
曇
っ
た
の
で
あ
る
。

　
從
っ
て
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
の
瞭
然
融
　
墨
・
に
於
け
る
淋
胆
性
論
摺
梶
の
力
式
は
端
的
に
…
訟
烹
ば
熱
凹
和
的
…
世
界
像
と
、
完
桑
融
一
像
と
の
反
覆
的
な

霜
五
豫
想
か
ら
早
る
循
甘
糟
推
礫
以
外
の
飼
も
の
で
も
な
く
、
そ
れ
が
岡
一
夕
講
理
に
亀
と
つ
く
實
質
的
に
は
臆
趨
と
駕
…
比
推
灘
の
混
、
用
に

よ
る
無
差
騎
的
欝
ハ
鱒
｛
化
［
に
濁
り
立
ち
、
神
性
え
の
…
問
の
基
黙
．
自
糖
…
え
の
寵
楠
離
離
反
省
が
な
か
っ
九
こ
と
は
破
が
紳
の
存
在
の
認
識
に
於
て
、

内
在
論
的
に
は
飽
く
迄
演
繹
推
難
の
使
用
を
一
許
し
馬
脚
實
、
　
並
に
外
在
論
的
に
は
勤
醸
論
約
領
域
に
於
て
獲
掘
さ
れ
る
生
糖
一
化
さ
れ
尭



　
　
点
差
的
自
然
橡
と
し
て
の
動
物
の
愛
櫓
（
鎗
覧
彰
巳
貯
ヨ
騨
簿
つ
冠
く
露
。
象
鎧
装
）
を
世
界
内
諸
存
在
に
竜
無
差
別
的
に
適
用
せ
ん
と
し
た

　
　
　
ハ
ニ
ハ
ハ
　

　
　
類
比
推
理
を
併
せ
考
え
る
こ
と
に
よ
ρ
、
充
分
う
か
が
う
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
斯
く
て
か
玉
る
演
繹
と
類
比
の
混
濡
に
よ
ウ
、
世
界
語
諸
存
在
の
電
命
（
鴎
算
出
⇒
）
を
同
一
糠
論
理
に
從
っ
て
、
蜜
盤
論
的
に
裁
噺
し

　
　
癒
の
が
、
癬
理
魏
に
於
け
る
晶
剛
者
の
自
己
答
辮
の
董
本
的
性
格
で
あ
る
と
す
る
と
、
後
者
の
そ
れ
に
於
て
は
、
合
理
的
魂
の
所
有
圭
と
し

　
　
て
の
人
性
論
を
中
心
に
か
玉
る
類
比
と
の
切
断
に
於
て
一
瓢
主
盤
的
反
宿
を
押
し
進
め
て
み
る
。
距
と
丸
完
成
え
の
基
本
線
に
於
て
は
同

　
　
　
一
壷
理
に
再
臨
す
る
亀
の
と
し
て
、
人
開
を
他
の
諸
存
在
（
Φ
酵
＄
）
と
隅
列
に
扱
い
な
が
ら
、
設
論
展
開
の
境
位
に
締
し
て
薩
，
味
す
る
と
、

　
　
物
性
論
と
人
韓
…
論
に
蒼
し
て
、
多
分
に
一
方
は
誤
読
的
、
他
方
は
記
蓮
的
に
捉
え
ん
と
し
た
跡
が
兇
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意

　
　
昧
に
於
て
嗣
じ
く
完
成
え
の
欲
求
か
ら
褒
漏
し
な
が
ら
諸
存
在
物
に
共
通
の
可
慈
禁
鳥
（
建
ぎ
多
。
・
Φ
霧
誉
｛
騨
）
と
入
聞
に
の
み
馬
具
の
舎

　
　
理
的
魂
と
の
馴
湖
に
於
て
差
か
け
挫
も
う
一
つ
の
基
本
線
と
し
て
、
欲
求
の
自
己
蒼
楚
に
要
り
立
つ
主
意
的
自
畳
に
竜
と
つ
く
主
髄
的
反

　
　
雀
を
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
紳
と
人
開
と
の
醐
係
に
於
て
投
げ
か
け
た
概
理
論
の
限
界
を
晃
極
め
度
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
む
　

　
　
　
こ
の
こ
と
は
先
づ
彼
が
欲
求
（
⇒
補
弼
Φ
予
断
凱
）
に
以
て
「
欲
求
と
は
魂
が
蕃
悪
の
把
捉
又
は
認
識
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
、
感
動
す
る
部
分

　
　
又
は
能
力
で
あ
る
し
（
：
：
警
娼
℃
三
口
塁
霧
け
コ
自
Φ
二
昭
夢
塁
”
器
霊
夢
。
鶏
蔚
羨
嘆
軽
蟄
滋
ヨ
帥
。
囲
済
娼
鵠
魯
。
霧
◎
6
Φ
の
昆
鉱
9
・
Φ
ぴ
。
昌
。
”
鼻

　
　
琶
巴
o
o
9
拶
湾
。
＜
霧
戸
遷
6
＞
瞥
欝
鹸
畠
此
頃
ワ
と
贈
説
い
て
、
欲
求
を
以
て
外
∵
物
の
親
｛
仔
で
な
く
、
そ
の
内
含
す
る
讐
懇
的
償
穂
｝
の
鋼
別
（
一
包
鑑
繰
。
窪
Φ
）

　
　
に
呼
慮
し
て
焚
動
ず
る
可
感
的
魂
の
規
定
的
激
成
爾
と
碧
淫
し
て
ゐ
梵
こ
と
工
照
感
ず
る
。

　
　
　
斯
く
て
可
感
的
魂
に
於
て
判
別
さ
れ
旋
外
物
の
現
存
に
か
玉
は
る
想
像
（
℃
ぎ
纂
鋒
目
溢
。
野
業
護
㎞
彰
ぎ
）
と
そ
の
償
値
制
別
に
か
玉

　
　
は
る
欲
求
と
の
　
翻
係
は
そ
の
ま
旗
屋
理
的
魂
に
於
け
る
知
性
　
貯
費
目
◎
⇔
晶
群
）
と
意
窓
（
《
o
ぎ
質
夢
加
）
　
の
そ
れ
に
も
押
し
及
ぼ
さ
れ
海
こ

　
　
　
　
　
（
二
八
）

　
　
と
は
コ
災
に
誠
蟹
の
轟
を
制
朋
し
更
新
す
る
魂
の
会
灘
酌
部
分
が
優
先
し
又
制
寒
し
命
下
す
る
爲
に
存
す
る
際
に
、
そ
れ
な
愛
さ
な
い
筈

　
　
は
な
く
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
が
野
望
惑
れ
な
い
鱗
…
は
な
い
・
：
・
故
に
魂
～
の
か
嘲
る
部
分
の
中
に
は
，
賜
る
種
の
欲
、
求
が
あ
り
、
そ
れ
に
か

◎・

ｩ
る
毒
そ
の
讐
還
す
る
も
の
退
避
す
る
如
く
児
え
る
。
」
の
　
。
、
論
か
畠
ら
か
で
あ
ウ
、
彼
慧
嚢
葉
漣
袋
．
理
的
魂

3　
　
　
　
　
　
飽
機
慾
目
の
亜
成
と
そ
の
展
鶴
（
承
荊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潤
九
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糟
箪
研
撹
　
鋸
照
買
紬
…
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
○

と
し
て
捉
え
、
可
感
的
麗
麗
る
欲
求
と
勃
等
し
撫
が
ら
他
方
そ
れ
を
欲
求
の
薗
已
癒
充
に
威
り
立
つ
蓮
績
酌
臨
畳
礪
と
し
て
捉
え
ん
と
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
可
感
納
欲
求
が
飽
く
迄
全
身
に
分
布
し
、
鋸
盤
に
内
…
燃
す
る
情
念
を
俘
う
に
勤
し
て
、
合
理
酌
欲
求
と
し
て
の
意
憲
は
騒
中
に

存
し
精
紳
に
内
燃
す
る
欝
欝
を
俘
う
が
、
．
含
理
酌
魂
の
都
響
自
盤
が
身
盤
に
結
合
す
る
限
り
、
そ
れ
は
身
盤
に
蘇
蓬
さ
れ
る
と
共
に
湛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
踊
…
九
）

身
騰
津
蟹
念
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
を
髭
れ
な
い
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
之
が
亦
他
方
ガ
ツ
サ
ソ
デ
ィ
が
櫨
念
（
欝
欝
霧
ぎ
澱
）
を
以
て
「
善
悪

の
期
待
叉
は
轟
懲
畳
に
よ
つ
て
引
具
さ
れ
蒐
書
そ
の
他
の
部
発
に
於
け
る
魂
の
思
郷
…
」
（
o
o
ヨ
彰
。
試
。
炉
Φ
乳
輪
浅
手
鈴
Φ
”
営
娼
0
9
c
同
①
娼
麗
客
Φ
く
①

暫
認
卸
Φ
麟
び
。
巳
頑
鉱
冨
卸
犀
◎
嵐
鳳
。
β
Φ
即
碁
憩
①
葛
質
。
蓉
崖
ρ
叶
動
員
）
と
詮
い
て
一
般
に
そ
れ
を
魂
の
受
動
（
娼
費
ひ
鞠
慶
囲
O
　
㌘
口
当
鉦
節
Φ
）
と
定
義
し

つ
エ
、
快
の
情
念
を
獲
生
的
見
地
か
ら
二
種
に
腿
摩
し
て
、
醐
じ
く
快
と
呼
ん
で
竜
身
壁
に
嚢
源
す
る
亀
の
を
快
樂
（
く
。
掛
算
覆
）
塊
に
獲

源
す
る
も
の
を
喜
撹
（
出
び
Φ
緊
営
）
で
表
示
し
、
不
快
に
も
間
様
苦
（
釦
。
ざ
酎
）
と
悲
（
げ
駿
鋤
歴
ぽ
）
と
を
羅
撫
す
る
瞬
以
で
あ
る
。

　
粗
漏
に
心
身
一
盤
の
境
位
か
ら
幾
進
ず
る
最
高
善
追
及
の
指
標
と
し
て
の
快
樂
主
義
の
基
本
線
は
原
理
的
に
成
立
の
端
締
が
開
か
れ

る
。
灘
ち
摺
念
を
快
・
不
快
で
基
本
的
に
規
定
■
す
る
場
合
、
そ
れ
が
身
灘
に
獲
干
す
る
…
想
念
の
栄
耀
の
規
制
諏
た
る
欲
求
と
、
論
評
に
獲

親
す
る
楼
…
念
の
心
嚢
規
制
…
瀬
た
る
意
志
と
は
そ
の
充
足
を
め
ぐ
っ
て
封
抗
す
る
が
、
し
か
亀
叢
雲
共
心
意
（
営
。
む
慶
）
の
必
然
的
現
象
な
る

隈
夢
、
そ
れ
自
盤
と
し
て
は
善
悪
の
差
別
が
付
け
ら
れ
な
い
。
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
は
含
理
悪
難
の
持
霊
し
か
も
そ
れ
に
よ
つ
て
の
み
箪
な
る

自
己
保
存
的
（
8
二
期
巴
く
蟄
獣
o
o
駐
鼠
）
善
を
潔
｛
え
て
夏
に
自
他
並
絶
讃
者
と
の
か
工
鳳
り
を
認
識
す
る
主
脚
と
し
て
の
人
聞
の
・
名
に
於
て
も
、

身
熱
的
構
念
の
一
方
的
否
定
で
な
く
、
合
理
的
魂
と
し
て
の
理
性
の
知
見
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の
縛
換
に
於
て
、
之
を
精
強
的
情
念
と
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
す
　
　
ご

整
せ
ん
と
し
掩
の
で
あ
る
。
翻
ち
彼
は
「
そ
れ
か
ら
人
聞
の
中
に
在
る
自
由
は
意
志
よ
り
竜
理
性
㎝
茨
換
え
る
と
知
性
の
中
に
在
る
鳳
と
に

な
る
」
　
（
趨
隅
ρ
漏
◎
o
臣
。
穿
羅
u
碁
凪
げ
禽
葺
即
B
同
類
ご
｝
δ
葺
ぎ
。
霧
｛
ご
熔
○
夢
夢
響
ぎ
ぎ
篤
暮
暮
。
層
ρ
頭
即
彦
首
養
試
。
昌
ρ
む
管
Φ
二
貯
沖
Φ
甲

周
②
簿
鱗
q
陰
導
）
と
論
破
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
』
る
ム
調
理
主
義
的
菟
地
に
立
っ
て
心
性
…
の
努
析
を
飽
く
下
行
爲
と
の
瓢
㍊
群
に
歴
て
能
力
論
的

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
じ

に
押
し
進
め
、
　
「
野
山
漁
理
牲
叉
は
自
由
意
悲
ぼ
人
醐
に
あ
る
と
瞬
轍
解
れ
る
、
何
故
た
れ
ば
破
は
評
堂
に
亀
た
ら
さ
れ
る
多
く
の
事
物



　
　
か
ら
そ
れ
を
無
観
し
得
な
い
か
、
或
は
他
の
も
の
を
選
び
得
な
い
や
う
に
一
つ
の
竜
の
を
選
ぶ
の
で
な
い
か
ら
し
（
O
Φ
霧
⑳
算
置
。
蓄
Φ
鑓

　
　
ご
9
篇
貯
Φ
罫
笥
。
疑
び
Φ
多
．
一
塁
Φ
葭
葺
6
霧
ぼ
欝
ず
回
嵩
！
£
μ
暮
◎
舜
5
二
言
舞
一
び
＝
雛
＄
げ
蒙
営
釦
Φ
鋸
ぴ
賃
口
気
。
器
諺
⇔
滋
窪
窪
げ
器
M
ご
◎
湿
騨
欝

　
　
環
拶
筈
鑓
。
副
σ
脅
審
織
β
営
〈
露
一
勝
勲
皆
ご
Φ
α
q
凱
σ
q
窪
。
》
ぐ
9
㊦
酎
σ
Q
霧
Φ
夢
副
勲
葺
H
）
o
湊
潔
）
と
論
い
て
、
知
性
が
熟
慮
を
終
え
、
鋼
湖
し
癒
後
、
合

　
　
認
欲
求
は
・
鍵
が
吉
よ
く
・
よ
り
嚢
し
い
と
塾
し
羅
馬
寒
詣
爾
鋳
け
ら
れ
る
庭
か
ら
・
霧
誉
反
省
は
謹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憎
瓢
一
こ

　
　
の
そ
れ
に
言
う
し
（
〈
O
篤
9
細
殿
貯
濾
紙
○
切
一
F
鷲
O
暮
貯
夢
繊
◇
Φ
三
冠
酔
＆
8
讐
豊
「
奨
腱
で
罪
の
遠
因
は
無
知
で
あ
る
と
灘
は
れ
よ

　
　
う
。
何
故
な
れ
ば
、
か
N
る
無
知
が
轟
け
れ
ば
罪
を
犯
す
こ
と
竜
殆
ん
ど
な
い
か
ら
し
（
園
詳
繕
Φ
0
2
髪
即
娼
0
8
騨
嚢
a
α
一
ξ
冠
お
謬
◎
畢
㍑
3

　
　
の
∬
己
謎
看
。
一
拶
○
昌
鴎
。
吋
Φ
計
琴
陣
三
臨
δ
娼
Φ
黛
触
蓬
簿
）
と
瞬
微
し
癒
の
で
あ
る
。

　
　
　
此
虞
で
か
㌧
る
意
志
の
規
威
蜥
を
、
宇
美
を
媒
介
と
す
る
君
民
の
自
已
否
定
に
も
と
つ
く
自
慨
面
と
し
て
能
力
論
意
に
捉
減
た
こ
と

　
　
は
、
蓮
駕
す
る
と
欲
求
の
軍
撫
る
菌
巳
嬢
充
に
と
y
ま
ら
す
寵
に
自
賠
超
越
鰺
と
の
煽
關
…
的
鍬
憾
に
於
て
、
彬
念
一
般
を
原
理
酌
に
快
∵

　
　
不
快
で
規
定
し
つ
Σ
快
・
不
快
の
深
度
を
見
落
さ
撒
か
つ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
と
共
に
、
快
幽
髄
を
湿
生
論
的
に
糖
紳
・
肉
盤
と
い
う
賛

　
　
的
に
切
実
せ
る
秩
序
に
於
て
糎
置
付
け
、
か
N
る
切
臨
を
修
復
す
る
爲
、
再
び
能
力
論
的
に
知
惟
に
よ
る
媒
介
を
導
入
し
☆
こ
と
を
示

　
　
す
。
然
し
知
盤
が
灘
念
と
し
て
の
最
高
善
（
彼
ほ
そ
れ
を
快
で
規
定
す
る
）
で
な
く
そ
の
現
講
談
を
人
闇
に
究
極
的
に
は
保
賑
し
得
な
い

　
　
腱
か
ら
、
次
い
で
瀦
な
守
護
…
脚
ち
精
紳
圃
雛
（
簿
。
臨
。
陰
葺
誉
）
の
見
地
に
立
っ
て
、
，
意
怨
を
知
姓
を
…
導
光
と
す
る
構
念
の
み
と
の
封
慮
に

　
　
於
て
辞
な
く
、
礎
に
知
犠
と
の
抱
合
に
於
て
算
ら
そ
の
非
其
∵
銀
性
（
ご
】
O
◎
同
。
七
◎
材
Φ
欝
）
の
線
を
製
塩
す
る
こ
と
に
よ
夢
、
實
騰
論
的
に
合
斑

　
　
的
蜘
鵡
の
轡
ハ
能
…
に
迫
ら
ん
と
し
拠
が
、
か
㌧
る
説
勲
…
の
墾
冨
狸
に
よ
る
行
爲
の
一
元
的
　
把
柵
一
の
意
圃
が
醍
駄
畑
の
発
振
の
灘
…
績
的
接
A
慨
に
と
穿
ま

　
　
り
、
…
親
署
…
の
鱒
蝋
蟹
田
四
墾
「
箪
に
迄
澱
化
し
な
か
っ
た
爲
に
紬
局
に
撃
て
狂
爲
の
戯
盤
的
艶
握
を
欲
い
だ
が
、
そ
れ
え
の
憲
殉
を
内
み
口
し
物
も

　
　
の
と
し
て
私
が
ガ
ツ
サ
ン
デ
ィ
の
倫
難
畢
に
特
に
積
極
性
を
見
ヒ
撮
す
の
は
そ
の
黙
で
あ
る
。

　
　
　
廓
ち
之
を
ガ
ツ
サ
ソ
デ
ィ
の
設
論
の
展
開
自
鷺
に
面
し
て
跡
付
け
る
と
、
衝
藩
即
ち
心
身
一
顧
の
境
麺
に
於
け
る
宰
鵬
論
（
ビ
。
桃
乳
歴

　
　
鑑
酔
夢
⑩
〉
と
噛
後
門
…
繭
脚
ち
征
露
撚
照
臨
の
境
獄
に
威
わ
立
つ
高
慮
7
購
論
（
ご
O
属
ぴ
O
呪
繋
舞
③
）
と
は
彼
の
倫
理
畢
に
於
て
一
方
が
財
…
倫
灘
的
他
方

蹴　
　
　
　
　
　
難
機
紳
學
の
就
眠
毒
そ
の
矯
開
（
承
祷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
一
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讐
繊
僻
究
　
駕
郷
胃
∴
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
識

が
人
格
倫
理
的
な
腱
か
ら
灘
念
納
に
は
封
置
さ
れ
な
が
ら
亀
、
　
一
様
に
壷
焼
に
よ
る
幕
別
を
動
軸
と
す
る
合
理
霊
義
的
論
題
に
差
し
か
け

ら
れ
、
更
に
合
繊
性
の
限
界
を
究
め
な
か
っ
た
麗
か
ら
媛
昧
に
交
錯
し
、
配
膳
を
形
式
的
に
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
徳
論
へ
d
Φ
イ
冒
賞
鑓
ぴ
塁
）

が
措
定
さ
れ
た
跡
が
う
か
穿
は
れ
る
。
徳
論
に
断
て
自
己
櫨
充
的
快
と
自
己
超
越
的
有
徳
性
は
原
理
的
に
謝
立
し
つ
玉
、
そ
れ
を
蔽
え
の

傾
斜
に
於
て
調
塾
せ
ん
と
し
た
こ
と
は
謡
え
な
い
事
費
だ
か
ら
で
あ
る
。
端
的
に
鍛
っ
て
、
先
づ
臨
己
鑛
充
朗
骸
然
論
的
地
…
李
に
於
て
、
甲

ガ
ツ
サ
ソ
デ
ィ
が
善
に
一
二
種
、
有
徳
盤
（
炉
9
δ
纂
誓
碁
）
と
有
用
（
聲
鋒
奴
蜜
論
）
と
快
（
鵯
邸
象
μ
μ
彰
）
を
判
別
し
、
範
に
凡
て
の
簾
開
が
愛
と
欲

求
と
の
追
及
を
促
進
し
得
る
も
の
な
る
限
夢
に
於
て
、
凡
ゆ
る
快
を
善
の
基
底
に
置
き
、
　
『
快
は
そ
れ
が
そ
れ
自
身
の
爲
に
求
め
ら
れ
、

他
は
そ
れ
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
故
に
最
編
尚
善
で
最
終
〃
閏
的
で
あ
る
』
と
看
徹
し
て
、
そ
れ
が
・
も
た
ら
す
利
得
や
威
果
の
故
に
求
め
ら
れ

る
欝
用
性
、
更
に
は
そ
れ
か
ら
離
れ
て
（
像
簿
影
。
審
9
毎
蒜
β
甑
翻
夢
＄
）
そ
れ
自
身
に
よ
つ
て
正
し
く
賞
揚
さ
れ
る
（
娼
。
塊
器
営
聡
二
彊

娼
。
霧
騨
甘
呪
Φ
昼
幽
幽
3
臥
）
有
徳
盤
を
も
そ
れ
が
引
起
す
快
と
の
關
…
係
に
よ
っ
て
の
み
善
で
あ
る
と
し
て
憂
え
の
專
一
的
焼
餅
に
棄
て
裁
断

し
、
快
を
以
て
最
高
善
（
σ
§
§
β
鷲
ぼ
峯
護
）
最
高
職
曲
（
娼
猷
鋒
毎
昂
舞
唱
Φ
試
ぴ
一
ざ
）
と
規
定
せ
る
瞬
間
、
無
矛
盾
的
非
媒
介
性
從
っ
て

鶴
「
霞
的
叛
罪
丁
幾
能
え
の
頽
一
捻
の
種
子
は
蒔
か
れ
飛
と
訪
え
な
い
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
爲
に
エ
ビ
ク
皿
ス
の
敦
承
一
「
焼
く
俊
費
生
活

の
艶
態
は
身
骨
…
の
健
康
と
塊
の
纈
㎜
安
に
外
な
ら
な
い
こ
と
が
告
白
さ
れ
る
」
（
男
騰
。
簿
①
鷲
越
β
笛
℃
》
Φ
〔
圏
郊
一
躍
儀
煽
ロ
陰
〕
び
Φ
纂
鈴
。
く
潔
㍗
Φ
験
｝
⑦
露

昌
。
垂
紐
貯
負
＄
澱
Φ
疎
づ
跨
影
唾
妙
㌣
唾
＆
q
＄
誌
黛
蝿
。
ハ
ひ
『
o
書
℃
硫
靴
噛
鰍
（
総
藻
轍
ハ
燃
費
§
黛
勲
§
℃
）
一
1
－
に
從
っ
て
下
界
に
於
け
る
妄
言
的
円
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
購
）

身
の
並
存
的
、
葬
媒
介
的
均
衡
に
よ
る
二
療
法
一
「
之
下
界
に
於
て
知
者
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
が
彼
の
繭
紬
弱
さ
（
営
旨
Φ
o
田
算
器
）
で

堪
え
得
る
限
参
、
毘
來
・
る
限
ウ
最
小
の
煩
と
苦
（
難
解
貯
毎
影
》
Φ
舅
嘗
蝦
げ
蚕
室
。
総
員
刷
新
乱
。
嵐
q
慶
）
を
感
ず
る
斌
態
に
身
を
置
く
や
う
つ
と

め
る
べ
選
所
以
だ
Q
斯
く
て
彼
は
セ
ネ
カ
・
・
エ
ピ
ク
瓢
ス
に
從
っ
て
讃
え
る
如
く
最
高
善
を
形
成
し
、
最
大
の
知
者
に
よ
葦
生
の
最
も
竪

圃
食
管
的
撒
唯
一
の
善
と
珊
微
蒙
れ
る
二
つ
の
登
霞
ち
紬
密
議
…
な
身
撒
澱
の
中
に
傭
胴
締
な
精
一
騨
を
（
影
2
騒
脈
欝
多
貯
o
O
冠
娼
O
冠
Φ
碧
び
質
多
）
保
持
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